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背景・目的

2

復興から創世に向かう新地町を担う人材の育成

データ連携により

教員の多忙感軽減と業務の効率化

データに基づいた適切な支援

教育効果を最大化するチーム学校の実現

エビデンスに基づいた適切な指導の実現



「学習指導」「生徒指導」「家庭学習」「いじめ防止」
「不登校防止」「教員の指導力向上」の充実

統合型校務支援システムと授業・学習系システムの
データ連携

効果的なICT機器の活用とデータ活用

教育の質の向上と教育効果の最大化を目指す

3



校務系システム

社会を生き抜く力を育てる学習指導
社会的資質を伸ばす生徒指導
充実した家庭学習に向けた支援

エビデンスに基づいた
適切な指導・評価の実現

授業・学習系システム

データ連携

＜校務系データ＞
学籍情報・出欠記録・
指導計画・成績情報など

＜授業・学習系データ＞
学習履歴・授業記録・

協働学習など

児童生徒個人データ 教科指導データ

主体的に参加し対話を
通じて深い学びを
得る授業の実現

成績情報×学習履歴出欠状況×相互関係性 指導計画×授業記録 成績情報×ルーブリック評価

児童生徒の学習状況や教員の指導状況を
授業・学習系システムで表示し瞬時に把握

事業の概要

4

授業・学習系システム

出席状況×相互関係性 成績情報×学習履歴 指導計画×授業記録 成績情報×ルーブリック評価

児童生徒個人データ 教科指導データ

児童生徒の学習状況や教員の指導状況を
授業・学習系システムで表示し瞬時に把握

統合型校務支援システム 授業・学習系システム
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システム構成図

タブレット
（iPad/Chrome/Win）

生体認証システム Mobile Device Management

・・・

教員用PC
（Win）

校務用VLAN 学習用VLAN

職員室 普通教室・特別教室・体育館

Wi-Fi

ﾓﾊﾞｲﾙ
ﾙｰﾀ

インターネット

仮想
デスク
トップ

統合認証基盤
仮想デスクトップ
ターミナルサービス

統合型校務支援システム 授業・学習系システム

通信暗号化 通信暗号化

証明書認証

フレッツ光
モバイル通信網

ウィルス対策等による無害化 IP接続元制限

VPN接続による暗号化通信

連携データ
の可視化

ﾓﾊﾞｲﾙ
ﾙｰﾀ

Ａ
Ｐ
Ｉ

SSLによる
暗号化通信

IP接続元
制限



取組概要・提供機能と実証校

No. 取組概要 データ連携機能 実証校

1
個人の学びの経過を捉えた適
切な学習指導

学びの経過を単元等で整理・可視化（ポート
フォリオ）

駒ヶ嶺小学校

2
ルーブリック等を活かした学習
指導・評価

ルーブリック評価等のシステム化・評価への
反映

福田小学校
新地小学校

3
個々の学習活動の蓄積・分析
を通じた学習指導

協働学習ツールにおける発表回数やコメント
内容などの蓄積・分析表示

福田小学校
駒ヶ嶺小学校

4
個別学習やテスト結果を踏ま
えた個に応じた支援

テスト結果等の分析による学力層に応じたド
リル問題等の自動提示

尚英中学校

5
不安を抱える児童生徒の早期
発見・支援

出欠や保健室利用、意識調査結果等と学習
時の状況を連携して可視化

新地小学校
尚英中学校

6
生徒指導上の問題の早期発
見・早期解決

意識調査や相談窓口の提供、生徒指導記録
等との相関の可視化

駒ヶ嶺小学校

7
家庭学習の支援・評価、充実
を促す仕組みづくり

学習時間による家庭学習状態の可視化、評
価等へのデータ連携

新地小学校

8
授業の記録と共有による指導
法の改善

単元計画や週案等の指導計画と連携し授業
記録・共有が可能な仕組み

福田小学校
尚英中学校

6



7

相互にコメントしている
児童（A・B）を中心とした
意図的なグルーピング

要支援群に属する児童

要支援児童からコメント
をもらった児童

要支援児童へコメントし
た児童

A

B

データ可視化システムの主な成果



8

他と対話し協働する授業や
課題解決型の授業の充実

意図的なグループ編成や
児童生徒の発言や学習成果
を認め励ます指導

データ可視化システムの主な成果
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データ可視化システムの主な成果

出席簿では確認できない
保健室の利用状況を

把握した指導
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出欠や遅刻・早退、保健室の利用や
学習の記録を把握した教育相談の実施

データ可視化システムの主な成果
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データ可視化システムの主な成果

教員・養護教諭・SSW等

機微情報を含む統合型校務支援システ
ムにアクセスすることなく必要な情報を
閲覧可能
学習の様子も理解したアセスメント
ケース会議の資料としても活用
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データ可視化システムを利用して



新地町事例①

アンケート結果（学校生活満足度調査）と

発言マップを基にした、不安を抱える児童

の支援

13



協働学習
支援ツール

学習記録データ
（発言マップ）

児童生徒
アンケート結果
（学校生活

満足度調査）

連携・活用するデータ

・校務系データ
・授業・学習系データ

出欠情報 保健室利用
情報

児童生徒情報

14



児童生徒の心理状態（学級や学校生活への不安）

保健室利用情報や出欠情報

学習活動の様子

不安を抱える児童生徒の早期発見・支援

本事例の成果として

15



１ 課題

16

・常日頃から児童の様子を
把握する必要がある

・担任の見取りが頼り

児童の様子や児童同士の関係を的確に把握することができない

具体的かつ有効な対策を十分に行うことができない

学級は居心地
がいい？

児童同士の関
係は良好？

不安を抱えている
児童は誰？

困っていること
はない？



協働学習支援ツール（発言マップ）

２ データ可視化システム
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２ データ可視化システム

協働学習支援ツール（発言マップ）
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アンケート結果（学校生活満足度調査）×発言マップ

２ データ可視化システム

アンケートの結果
が色別に表示され
る

19



20

欠席回数が
色別に表示される

6

欠席回数が多いと赤
色に表示され、出欠
情報と児童同士の
関わりを把握

欠席回数×発言マップ

２ データ可視化システム



３ ケース１

21

・コメントの送受信回数が他の児童に比べて少ない
・コメントの送受信の相手すべてが学級生活満足群の児童

児童18
児童18



３ ケース１（アンケートの結果）

22

被侵害得点
不適応感やいじめなどを受けていると感じている度合い

承
認
得
点

自
分
の
存
在
や
行
動
が
承
認
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
度

合
い

学校生活不満足群 非承認群

侵害行為認知群 学級生活満足群

要支援群



３ ケース１（具体的な指導）

23

１ グループ活動は「学級生活満足群」の児童と一緒になるよう
に配慮

３ 協働学習支援ツール活用の仕方の確認

２ 授業中に発言マップを確認し、交流していない児童との交
流を設定

４ 18の児童への、声をかけや承認
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１回目（６月）のアンケートの結果 ２回目（１１月）のアンケートの結果

承認得点が高く、被侵害得点
が低くなった。

・自分が認められているという意識が高くなった。
・友達の良さをみつけることができるようになった。

３ ケース１（指導の成果）
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１回目のアンケートの結果 ２回目のアンケートの結果

３ ケース１（指導の成果）
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１回目のアンケートの結果 ２回目のアンケートの結果

３ ケース１（指導の成果）
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・満足群の児童からのみコメントを受信
・満足群や侵害行為認知群の児童にのみコメントを送信
・コメントを送信した数に比べ、受信した回数が少ない

３ ケース２

児童11

児童11



３ ケース２（アンケートの結果）

28

被侵害得点
不適応感やいじめなどを受けていると感じている度合い

承
認
得
点

自
分
の
存
在
や
行
動
が
承
認
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
度

合
い

学校生活不満足群 非承認群

侵害行為認知群

学級生活満足群

要支援群



29

・クラスにいたくないと思うことが
ある

・一人ぼっちでいることがある

・グループに入れないことがある

３ ケース２（アンケートの結果）



３ ケース２（具体的な指導）

30

１ グループ活動は、「学級生活満足群」の児童と一緒になるよ
う配慮

４ 授業中だけでなく休み時間も11の児童が孤立感なく過ごすこ
とができるよう配慮

２ 授業中に発言マップを確認し、11の児童へのコメントが少な
い時は、学級全体にたくさんの友達へコメントを送るよう指導

３ 授業中に発言マップを確認し、11の児童と関わりの少ない、
「非承認群」や「学級生活不満足群」の児童とのやりとりを促す
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３ ケース２（指導の成果）

１回目（６月）のアンケートの結果 ２回目（１１月）のアンケートの結果

承認得点が高く、被侵害得点
が低くなった。

・自分の良さを友達に認められているという実感をもつこ
とができるようになった

・友達との様々な活動が増え、楽しく学校生活を送ること
ができるようになった
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３ ケース２（指導の成果）

１回目のアンケートの結果 ２回目のアンケートの結果



３ ケース３

33

・コメントを送信した数に比べ、受信した回数が少ない
・仲の良い友達中心にコメントを送信

出欠情報と児童同士
の関わりを把握

児童11

児童11



３ ケース３（具体的な指導）

34

１ 発言マップを参考にしたグループ構成（話しやすい環境を作る）

２ 11の児童が友達とどのように関わっているかを確認
（人間関係での心配事がないかどうかを把握）

４ 11の児童への声をかけや承認

３ 自己肯定感を高める
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３ ケース３（指導の成果）

１回目（６月）のQUアンケートの結果 ２回目（１１月）のQUアンケートの結果

承認得点が高くなり、満足群
に入った。

・自分の考えを表現することが少しずつできるようになった

・まだ欠席はあるが、登校したときには友達と楽しく過ごす



〈児童同士の関係性の把握〉

〇 リアルタイムで児童同士の関係性
を把握

〇 普段の様子からは見取ることがで
きない児童同士の関係性

〈児童への指導〉

〇 データに基づいた的確な指導・支
援

〇 教員の経験年数に関わらない適
切な指導

〇 「要支援群」以外の見落としがち
な児童に対する支援が可能

これまでに見えていなかった児童同士の関係性が見えるように
なり、不安を抱える児童への支援が可能

４ データ連携・活用の成果

36



37

新地町事例②

出欠席や保健室利用状況とデジタルドリル学習

支援を基にした、不登校生徒への組織的対応



連携・活用するデータ

・校務系データ
・授業・学習系データ

38

児童生徒情報

出欠情報
教育相談

記録
保健室利用

情報

デジタルドリル
学習記録
データ

協働学習
支援システム
タイムライン

表示



担任

生徒

特にＳＣやＳＳＷとの情報交換の時間設定が難しい

情報が伝わるまで時間差が出る

１ 課題

養護教諭

SSW・SC

口頭での
伝達

指導記録

時間が取れない

口頭での
伝達

39
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校務ソフトで入力した
日常所見情報が連携

ログでは出欠情報や保健室利用情報、日常所見情報を確認できる

２ 協働学習支援システム ログ表示

出欠情報や保健室利用情報、日常所見情報×デジタルドリル支援
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２ 協働学習支援システム デジタルドリルの利用履歴表示

学習状況（教科・時間帯）を確認、
把握

期間を選択すると、期間内に利用した生徒のリストが表示される。さらに、個別
の生徒を選択すると詳細な学習状況を確認することができる。

出欠情報や保健室利用情報、日常所見情報×デジタルドリル支援
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２ 協働学習支援システム タイムライン表示

出欠情報や保健室利用情報、日常所見情報×デジタルドリル支援

不登校生徒とのチャンネルを作成し
直接のやり取りを可能にした。

42



ひとりの生徒に対してのチーム対応は連絡相談が大切であるが・・・

▼ 日中は授業の関係で情報交換を行う時間が取れない

▼ それぞれに話をしていかなければならないため、時間がかかる。

▼ 話が人づてになると正確に話しも伝わりにくい。

まなびポケットのログ機能を活用

情報を交換することが可能 → 時間短縮につながる

複数の目で見た情報が集まる → 多面的に生徒を捉えることができる

43

生徒

担任
養護教諭

SSW
SC

統合型校務支援
システム

授業・学習系
システム データ連携

担任以外の
教職員

３ 具体的な指導
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学習時間帯、教科毎の学習回数等を把握

３ 具体的な指導
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生徒

45

取り組みに対する賞賛、アドバイス

担任からの学習の励ましや登校の促し

３ 具体的な指導

教員

教員



デジタルドリルやタイムラインからの担任の励ましにより登校日が増加

３ 具体的な指導

46



３ 具体的な指導

不登校生徒への支援

○ データから得たもの
・ デジタルドリル学習記録データから

→学習した教科、単元、実施時間、実施時刻、正答率がわかる

→苦手教科や定着率の低い単元を把握

○ どのような指導等を行ったのか
・ タイムラインで学習のアドバイスや励まし

・ 養護教諭やＳＣ、ＳＳＷとも結果を共有

・ 別室登校やカウンセリングの際に活用

47



SC
SSW

48

担任

養護
教諭

教科
担任

学校

学習履歴や結果から苦手意識の改善や
アドバイス

出欠情報や保健室利用情報の
入力

校内SNSを活用した
SC・SSWによる
相談窓口の開設

日常所見情報や学習記録データから
学習および生活についてアドバイス

常に状況を把握

情報の共有

授業・学習系システム

統合型校務システム

不登校生徒

不安を抱える生徒の
早期発見・早期解決

データ連携

カウンセリング

別室登校のサポート

３ 組織的対応



３ 担任以外の指導ー養護教諭のケースー

49

担任

学校 教科担任

SC
SSW

生徒

・出欠席情報、保健室利用
情報等の統計データの提示
・保健室内での会話等の記
録提示
・ログ（日常所見情報）

ログ（日常所見情報）を閲
覧し、クラスや授業の様子
を確認し声かけを行う

励まし

相談

養護教諭

支援

他学年
教職員

別室登校サポート



３ 指導の成果

○ 指導等を行った成果

◎ ドリル学習の利用やタイムラインによる励ましを始めてから、
登校する回数が増えた

→学習に対する不安が軽減
→担任との信頼関係が深まる

◎ ＳＳＷが学習状況を把握し、「学習支援事業」につなぎ、
ＮＰＯの学習支援スタッフが苦手教科を中心とした個別の学
習支援を行うなど、支援体制が充実

→ドリル学習だけではカバーできない部分をフォロー

50



４ 成果（職員アンケートから）
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４ 成果（職員アンケートから）

52

デジタルドリル



４ 成果（実践者の声）

教職員等の連携 個別支援の負担感が減少

組織的対応が可能

個に応じた支援体制の確立 学習状況を細かく把握

個別のアドバイスに生かす

53

データ連携システム


